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日本で,日 本語を母語 としない子ども達への母語 ・継承語教育は,どのような状況で続けられてい





































変容 してきている。カリキュラムに占める母語 と日本語の割合 や,母語 と日本語 ・英語
の割合 も大きく変わ り,二言語教育 ・三言語教育を充実 させる内容になってきている。
2.2欧米系:イ ンターナショナル ・スクール
日本で英国式の教育やアメリカ式の教育を受けさせるために設立された学校や,多 国
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寄与するためである。 しかし,日本の学校文化に馴染めない とか,日 本の学校の授業に







ブラジル本国の教育機 関の 日本校(有 限会社)も あるが,個人塾を拡大 したもの(個
人経営や有限会社)や 派遣会社が経営す る学校などで,日本 ・ブラジル両政府からの財




である。ブラジルの教育基本法{に基づいてカ リキュラムを作成 し,年間の授業 日数は200
日以上,授 業時間数は800時間以上ある。 日本語 ・日本文化の授業は 「認可」の条件に
あるため,週に1～2時間実施 しているところが多い。糊 り授業は,パ ソコン,空手,柔
道,カ ポエイラ1'3,ダンス;い けばな,書道などがある。
日本の学校に通 う子ども達のために,一 部の学校では放課後や週末にポル トガル語の
x業 を提供 している。 日本の学校に通 う子 ども達は,日本語の授業を受けて 日本語が堪
能になるにつれてポル トガル語を忘れてしまった り,日本生まれで自分の名前すらポル
トガル語で書けなかった り,話せなかった りす るため,ポル トガル語をしっか り身に付
けさせたいと願 う親が多い。 こうした要望にこたえたポル トガル語の授業は,愛 知県で









校間だけでなく,日本の学校からの編入,ブ ラジル本国か らの編入,ブ ラジル本国へ一
時帰国後の再編入(一 時帰国中,ブ ラジル本国では通学 していない場合がある)の よう
にさまざまで,子 ども達の学習歴が多様なため教室運営が難 しいとい う問題も抱えてい
る。その うえ、生徒数の少ない学校では,複 数学年を集めた複式学級で指導することも







ラジル人学校が各学校で独 自に教科書を採択 しているのと異なり,ペル ー人学校はペル
ー教育省に認可された通信教育(3.1参照)の 教材を使用 している。
日本語の授業は,伊 勢崎市の学校では週1回(小 学生低学年75分 ・高学年90分・中
学生3時 間),浜松市では週5日(各90分)行 われている。
浜松市のペルー人学校は,給食費を含む授業料(30,000円),送迎f弋(距醐[」負担)
で,一 ヶ月40,000円程度になる。家賃 ・人件費 ・送迎バスの維持費が高額である上に,
在籍数が少ないため経営は厳 しく,専従職員がボランティアを申し出て,経 費節減に協

















も達も多 く,2001年に1月 には学校を支援す る会 も発足した。設立以来6年 間で,100
人程の登録者があったが,30人程が帰国した。常時20人程の5歳 から13歳くらいの子








ョーダイ)とCOOPSELAUNION(ラ・ウニオン協同教育サー ビス)と が協力 してLAUNION
とい う通信教育をはじめたが,ペルー教育省の新 しいカリキュラムにあわせて2002年5
月か ら,そ れぞれが独 自に通信教育プログラムを提供す るようになったため,PEAD
(PROGRAMADEEDUCACIONADISTANCIA)UNIDOS(ウニ ドス通信教育)とPEARLAUNION
(ラ・ウニオン通信教育)と い う二つの通信教育プログラムが うまれた。
CONVENIODECOOPERACIONKYODAI(キョーダイ)に よれば 醗 撤 自宅で受ける
ことができ,各学年9ヶ 月から12ヶ月かけて国語 ・算数 ・理科 ・社会を学び,学 習内容
が難 しいところは手紙や電話で相談することができる。年3回 ある試験の答案は,ペル
ーに送って添削して返送 される。学年末にある年度末試験に合格(ペ ノレーで審査)す れ












3.2.1Bブラジル人学校のポル トガル語教室(毎 日 ・週3日 ・週末)
このブラジル人学校は全 日制(8:30～3:30)の学校で,日本の学校に通 う子ども達
のためのポル トガル語教室は4:30～6:30まで レベル別 に 「入門クラス」と 「1～4年
生クラス」のニクラスを開設 している。毎 日のコースと週3回 のコースがある。週1回
と2回のコースもあったが,学習の効果をあげるために週3回 コースに統合 した。帰国
の準備としてポル トガル語だけでなく全教科教えてほしいとい う親の要望で,4:30～5:
30にポル トガル語,5:30～6:30に算数 理科,社会(ブ ラジルの歴史)を曜 目ごとに
替えて教えている。家庭での使用言語がポル トガル語の子 どももいるが,日 本語 しか話
せない子どもが増えているため,ボル トガノし語 のわからない子 ども用の教材作 りに時間
をかけている。特に 「1～4年生クラス」は,日本の小学校に在籍する3～6年のさまざ
まなレベルの子 ども達に教科を取 り入れた内容をどう教えるかという難題 を抱えている。
少人数クラスでも,メ ンバーの転出入にも対応 しなければならない。全 日制のクラスで
使用 している教科書では難 し過ぎるため,オ リジナル教材を作成中である。
また,週末(土曜 日)には遠方の子 ども達 も通える半 日コースと一 日コースがある。8:
30～12:00は「入門クラス」 と 「5～8年生クラス」,1:00～5:00は「入門クラス」 と
「1～4年生クラス」,一日コースは 「入門クラス」で親が仕事でいない子ども達のため
に託児を兼ねている。 どのクラスもさまざまな年齢層の子 ども達で構成 されているが,
全 日制のクラスで使 うポル トガル語 のテキス トを活用 している。
3.2.2C塾のポル トガル語教室(毎 日)
団地内の自宅を開放 してポル トガル語教室 を週5日(2:00～5:00)開いている。受
講生を友人・知人の6歳～14歳までの子 ども20人以内に限定 し,毎日迎えに来る親 と話
し合いができる親 しい関係にある。5時 を過ぎても,共稼ぎの親の帰宅時間まで面倒を
見てもらえるため,学 校の宿題 を片付 けた り,読書 した り,おもちゃで遊んだりして過
ごす ことができる。受講生全員が 日本の学校に通ってお り,3年生でアルファベ ットか
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ら学び始めた子 どももいれば,年齢相応 の学年のポル トガル語の教科書で学習 している
子どももいる。
5歳で来 日後,日 本の保育園に通い,小学校2年 生からボル トガノLp吾塾に通い始めた
通塾7年 目になる最古参の中学2年 生は,8年 生のボル トガノL語の教科書を学習中であ
る。算数や理科などの教科をポル トガル語 で学習したことはないが,新 聞やテレビの報




校に通 う子 ども達のために土曜 日の13:30～17:30まで 「ポル トガル語 入門クラス」,
「ボル トガノ唏吾1～2年生クラス」,「スプ レチーボ対策クラス」を開設 している。「ポル
トガル語1～2年 生クラス」は,ブ ラジルの地理や歴史を取 り入れたポル トガル語学習
になっている。
「スプレチーボ対策クラス」は9月 からエザ ミ・スプレチーボ実施時期まで開催 される
もので,初等部と高等部の時間割が用意 されている。初等部(15歳以上)は,第1土 曜
(理科・数学),第2土曜(歴史・地理),第3土曜(ポ語 ・数学),第4土曜(ポ 語 ・外国
語),高等部(18歳以上)は,第1土 曜(ポ語 ・外国語),第2土曜(数学 ・自然科学),
第3土 曜(数 学 ・ポ語),第4土曜(人 文科学)で ある。
エザ ミ ・スプ レチーボは,1999年から毎年1回 実施 されている修了資格認定試験で
2004年までに 合計約7,600人(ブラジル大使館調べ)が 受験 してお り,初等教育課程
(8年)修了証書,中等教育課程(3年)修 了証書を取得できる。第6回 は2004年10
月23・24日に太 田 ・横浜 ・浜松 ・鈴鹿で実施された。初等教育課程や中等教育課程の途
中で来 目した人達が,帰 国に備 えて複数年かけて全教科の及第点をとり,修了証書を取
得 しているが,「スプレチーボ対策クラス」はそ うした要望にこたえるものである。
3.2.4同源中文学校 名古屋校(週 末の中国語補習塾)
自分の子どもの中国語教育にふさわしい場がなかったため,孫 江氏が 日本で暮 らす子
どもが中国語を忘れず,中 国人 としてのアイデンティティを保持することをめざして
1999年に設立した。東京で知人が経営 している学校の経営方法や教材などを参考にした。
市の施設を借 りて,毎週土曜 日9:15～12:30,中国語(1時 間半),英語(1時 間),





中(小2の テキス ト)・大(小3の テキス ト)のクラスに分けられ,中 国国家教委指定教
科書を使って学習 している。1週間分の宿題を含む1ヶ 月分の中国語の学習内容が配布
されるため,親 が学習内容を把握できる。宿題は毎週提出し,翌週返却されるため,宿
題 ノー トを2冊 用意 している。中国で長年教師経験のある教師による授業は,工夫 され
た構成で,子 ども達も集中して受講 している。設立当初は小1レ ベル と小2レ ベルの2
クラスだったが,学習を継続する要望に応えて小3レ ベルが増設 された。
保護 者は,当初ほとんど留学生だったが,中 国帰国者 ・国際結婚家族なども増えて多
様にな り,帰化 した人 ・永住資格をとった人が多い。台湾出身者は25%を占めるよ うに
なった。
日本滞 在が長 く,親が中国語で話 しかけても日本語で応えるようになった子 どもの中
国語力を心配 して入塾 させる場合が多い。来 日直後は早 く日本語に慣れさせよ うと,家
庭でも日本語を話す ようにしていたことを後悔 し,第二子は早々と補習塾に入れた親 も
いる。毎週子 どもの送迎する親達が,情 報交換 した り,連帯感を強めた りする場にもな
っている。
3.2.5親のグノレープによるスペイン語教室(週 末)
学校の巡回指導員を していたペルー人 と,小学生の時に来 日後,日 本の教育を受け,






















2朝 鮮学 校一覧 リンク集:http:〃wwwjade.dtLnejp1尋chouko血k.htm1
3東 京韓 国学校:http:〃www.tokos.ed.jp/
京 都 国際学 園京都国際中学校 ・高等学校:http:〃'web.kyoto-inet.orjp/org/kkgakuen/
白頭学院 建国幼 ・小 ・中 ・高等学校 、http:〃www.keonguk.acjp/
金 剛学園小 ・中 ・高等学校 ・hip:〃'wwwkongogakuen.ed.jp/
4横 浜 山手 中華学校:http:〃wwwyokohamayamate-chineseschool.ed.jp
東 京 中華学校:http:〃WWW.tCS.orjp/school_hi toryhtml
神 戸 中華 同文学校:http:〃www.tongwen.edjp/home/toppage.html
横 浜 中華学院:http://wwwl.biz.biglobe.nejp1～y㏄s1
5ア メ リカ西部地 域や東ア ジア等 に所在す る学校 を認 定す る機 関(WesternAssociation
ofSchoolsandColleges)
6特 定の国 を対象 とせ ずイ ンターナシ ョナル ス クール を対象 に認 定す る機 関(European
CouncilofInternationalSchools)
7キ リス ト教学校 を対象 に認 定す る機 関(AssociationofChristianSchools
International)
8http:〃www.mext.gojp!b_menu/houdou/15/09/03092001.htm
9個 々の 国の教育制度 に依存 しない大学入学国際資格 で,ス イスの国際バカ ロレア機 構
の定 める教育課程 を修 了す る と得 られ る資格
ioAssociacaodasEscolasBrasileirasnoJapaoは,略 して 「AEBJ」と呼ばれ ている。
2001年3月にブ ラジル人学校13校 で設 立。2004年8月現在35校 が参加。参加校か ら
毎月 会費 を徴収 し,月1回 例会 を開イ舊 ブラジル大使館やブ ラジル教育省 とも連携 し,
経験 ・知識 ・情報の交換,教 員 の レベ ルア ップのプ ログラム提供,学 校間のスポー ツ
交流 な どの事業が盛 り込まれ ている。






















月 火 水 木 金
1 社会科 算数 英語 フィリピン語 宗教
2 フィリピン語 フィリピン語 理科 フィリピン社会 フィリピン語
購
3 期 芸術 ・体育 家庭科 算数 A
4 算数 日本語 家庭科 A 日本語
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